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研究関心 
 
外集団に対する偏見と進化した心のメカニズム 
 近年、外集団に対する偏見や差別を進化の観点から捉え、進化によって形成された心理
的メカニズムと偏見や差別行動との関係を明らかにする研究が注目されている(Schaller & 
Neuberg,2012)。長い進化の歴史の中で、人間は環境の中に潜在する脅威に対し適応的に行
動することができるような心理的メカニズムを形成してきたと考えられており、偏見や差
別といった行動もそうした心理的メカニズムの産物として捉えることができる。これまで
社会心理学では内－外集団のカテゴリー化として偏見を単一の評価として捉えてきたが、
進化の観点からは特定の脅威に対処するための特定の認知や行動として偏見が分類され、
進化における各適応問題（脅威）とそれに対処する心理的メカニズム（情動、認知、行動）
が対応していると考えられている。そのため、偏見の背景にある心理的メカニズムを明ら
かにするためには、進化的適応環境に潜在した脅威を特定することが求められる。 
 他者や集団との関わりの中で生活し適応してきた人間にとっての脅威として、身体的安
全の脅威と身体的健康の脅威の２つが挙げられる(Schaller & Neuberg,2012)。対人暴力などの
身体的安全の脅威は、恐怖の情動や逃走、反撃の行動と結びついており、暴力と関連付け
られた外集団（黒人やアラブ人など）がその対象となり、感染症や病気などの身体的健康
の脅威は、嫌悪の情動や回避の行動と結びついており、感染症や病気と関連付けられた集
団（外国人、高齢者など）がその対象となると考えられている。Dasgupta et al.(2009)による
と、怒りや嫌悪といったネガティブな情動が外集団への偏見を高めるが、怒りはアラブ人、
嫌悪は同性愛者に対する潜在的偏見を高めることが明らかにされており、特定の脅威に関
する集団への偏見と特定の情動が結びついていることが示唆されている。 
 本研究では、主に感染症や病気の脅威に基づく偏見のメカニズムに注目し、以下より関
連する研究を紹介する。 
 
感染症や病気の脅威と偏見・ステレオタイプ 
近年、病気の感染など身体的健康への脅威を検知し、それを回避しようとする心的メカ
ニズム（行動免疫システム）が進化の過程で備わった可能性が指摘されている(Schaller & 
Park,2011)。人間の進化的適応環境において、感染症や病気は身体的健康に関わる適応問題
であり、感染症や病気に罹らなかった個体は罹った個体に比べてより多くの遺伝子を残す
ことができる。そのため、感染症や病気の脅威に対処するためのメカニズムが備わってい
ると考えられ、発熱などを伴う生理的な免疫システムもその一つである。この生理的な免
疫システムは病原菌が体内に侵入して初めて作動するシステムであり、体内の資源を消費
するために一時的に衰弱（疲労など）する可能性もある。重要なメカニズムである一方で
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コストも生じる。そこで、より早期に感染症の脅威を検知し、その接触を回避しようとす
る行動免疫システムが進化の過程で形成された可能性を考えることができる。 
行動免疫システムによって検知されるべき病原菌は人間の目で見ることができない。そ
のため、感染症を示唆する間接的な手がかりに反応すると考えられる。例えば、より平均
的な容貌、行動からの逸脱（高齢者、肥満、障がい者、咳、けいれんなど）が感染症の手
がかりとして考えられる。特に、顔などの容貌は発疹や顔色として感染症の兆候として表
れやすく、実際の感染可能性に関係なく、その異常が注意を促進させることも明らかにな
っている(Ackerman et al., 2009)。高齢者や肥満、障がい者に対し行動免疫システムが発動さ
れると、嫌悪情動や回避行動といって偏見、差別行動が生じる可能性がある。実際に、感
染症の罹りやすさの個人差と感染症の脅威が高まる状況が高齢者への偏見やステレオタイ
プに及ぼす影響を検討した研究では、より感染症に罹りやすいと思っている人や感染症に
関する写真を提示された人ほど、高齢者と病気関連語やネガティブな語との潜在的な連合
を強めることが明らかになっている(Duncan & Schaller ,2009)。感染症脅威が高齢者の偏見に
及ぼす影響を検討した日本の研究では、実験時の参加者の体調や祖父母との同居経験の有
無を考慮することで行動免疫システムによる高齢者への偏見を示唆する知見が得られてい
る(石井・田戸岡,2015)。この研究によると、祖父母との同居経験がない場合に感染症脅威の
顕現化や感染症の罹りやすさの個人差が高齢者への偏見を強めることが示唆されている。
また、肥満者への偏見を扱った研究では、身体的安全の脅威の個人差（世界がどの程度危
険かという信念）ではなく、感染症脅威の個人差（感染症への罹りやすさの信念）が肥満
者への偏見に影響を及ぼすこと、勤労の規範が顕現化（ジムでトレーニングする写真の提
示）されると肥満とネガティブ関連語の連合が強まり病気関連語との連合は強まらない一
方で、感染脅威が顕現化（感染症や病原菌の写真を提示）されると肥満と病気関連語との
連合が強まりネガティブ関連語との連合は強まらないことが示されている(Park, Schaller, & 
Crandall, 2007)。このことからも、身体的安全（暴力）の脅威と身体的健康（感染症）の脅
威とでは異なる対処システムが存在し、感染症や病気の脅威が特有の偏見やステレオタイ
プを強めると考えられる。 
感染症の脅威を示唆する手がかりとして、異なる環境で生活する外集団成員（外国人）
であることも考えられる。生理的な免疫システムや感染予防行動は生活する地域で蔓延す
る病原菌に対して形成されるものである。そのため、異なる地域からの外集団成員は免疫
の持っていない病原菌に感染している可能性があり、その成員との接触は外来の病原菌と
の接触可能性も増大させる。また、外集団成員はその地域での感染を予防する習慣を身に
つけていないことから感染症に罹る可能性も高い。感染症の脅威に対し発動した行動免疫
システムが、外国人への偏見やステレオタイプを生じさせる要因の一つである考えられる。
感染症の脅威と移民への態度を検討した研究では、感染症の脅威が顕現化すると実験参加
者にとって馴染みのある国からの移民に比べ、馴染みのない国からの移民に対し否定的な
態度が高まることが示されている(Faulkner, Schaller, Park, & Duncan, 2004)。より馴染みのな
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い国からきた移民であるほど未知の病原菌を持っている可能性が高まるため、外国への馴
染み深さは、その外国人がどの程度異なる環境で生活しているかを示す手がかりとして行
動免疫システムを促進すると考えられる。 
 行動免疫システムに影響を及ぼす個人差の要因として、上記の研究 (Duncan & 
Schaller ,2009; Park, Schaller, & Crandall, 2007; Faulkner et al, 2004)でも用いられた感染脆弱意
識（PVD:Perceived Vulnerability to Disease）がある。感染脆弱意識尺度(福川 他,2014)は、易
感染性（「風邪やインフルエンザなどにとても感染しやすい」など）と感染嫌悪（「誰かと
握手したあとは、手を洗いたくなる」など）の２つの下位尺度からなり、自身の免疫機能
や感染のしやすさ（易感染性）と病原菌の感染に対する不快感（感染嫌悪）を示している。
感染脆弱意識の強い人ほど、感染症脅威の効果が生じやすいとされている。 
個人の栄養状態も行動免疫システム影響を及ぼす個人差要因として考えられる。飢え死
にするかもしれない状況では、多少の感染症リスクがある食べ物であっても栄養を摂取す
ることが優先されるためである。これまでの研究では、15時間の食物剥奪によって食物へ
の欲求が強いと、嫌悪的な食物（火鍋、ほうれん草のペースト）への嫌悪情動（表情筋）
が抑制されることが分かっている（Hoefling,et al.,2009）。一方で、5時間の剥奪によって空
腹状態にあると、感染症顕現化による効果（肥満者、老人への偏見）が強まるという逆の
結果も示されている（Ainsworth & maner,2014）。これは、飢餓ほどではない空腹状態にある
と食事の重要性が高まるため行動免疫システムが作動しやすくなったと考えられる。こう
した個人差は行動免疫システムによる行動を調整する要因として検討されている。 
 
感染予防行動と行動免疫システム 
 行動免疫システムに基づく特有の偏見が存在するのであれば、感染症脅威の顕現化によ
って偏見を強めるだけでなく、感染症の脅威を低下させることで偏見を弱める可能性も考
えられる。Haung, Sedlovskaya, Ackerman, & Bargh(2011)の研究では、インフルエンザの予防
接種を受けると、感染症脅威の顕現化が移民への偏見を強めるという効果を消失させるこ
とが示されている。インフルエンザの予防接種が感染症への抵抗力を高め、感染症脅威に
基づく偏見を低下させたと考えられる。また、この研究では、実験参加者に感染症予防に
有効な殺菌ティッシュを実際に使用させることで感染予防行動が行動免疫システムに及ぼ
す影響も検討している。その結果、感染症脅威が顕現化すると感染嫌悪が高い人ほど肥満
者や移民、身体障がい者への偏見が強まる一方で、感染予防行動をとった人にこの効果が
見られないことが示されている。感染症の脅威を低減させる感染予防行動が、行動免疫シ
ステムに基づく偏見を弱めたと考えられる。 
 
購買行動と行動免疫システム 
 行動免疫システムが感染症や病気の可能性を素早く検知し対処するように進化したので
あれば、感染症に関連する集団成員への態度だけではなく、そうした成員が関わることで
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病原菌を媒介し伝染させる可能性のある物に対しても、同様の行動免疫システムが発動す
ると考えられる。Klaczynski,P.A.(2008)によると、肥満児が作ったとされた飲み物は通常児
が作ったとされる飲み物よりも、味や飲んだ後の気分を低く評価したが、その傾向は感染
症の脅威が顕現化された場合に強くなるとされている。これは行動免疫システムによる肥
満者への偏見が、肥満者によって作られた製品の評価にも及んだと考えることができる。
このように病原菌への脅威は、成員への直接的な態度だけでなく製品の購買行動に影響を
及ぼすことが示唆されている(Griskevicius & Kenrick, 2013)。ただ、行動免疫システムによる
外集団への偏見が購買行動としても生じることを示した実証的に明らかにした研究は少な
い。 
 
 
本研究の仮説 
 以上の先行研究を踏まえ、本研究は感染症の脅威が購買行動にどのように影響するか検
討する。感染症の脅威が高まった時、産地の情報（外国産/日本産）を手がかりに購買行動
や意欲を変化させることは行動免疫システムの予測から想定される。仮説は以下のように
なる。また、実験参加者の感染脆弱意識が高いほど感染症脅威の効果が生じやすいことも
先行研究から明らかになっている(e.g, Faulkner et al, 2004 )。そのため、上記の仮説も感染脆
弱意識の高い人ほど顕著に見られると考えられる。 
 
・感染症の脅威が顕現化すると、外国産製品よりも日本産製品の購買意欲が高まり、感染
症脅威のない場合と比べ、外国産製品と日本産製品の購買意欲の差が大きくなるだろう。 
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実験１ 
 
 本実験では、感染症の脅威が購買行動にどのように影響するか検討する。また、その影
響が感染予防行動(手を洗うなど)によって変化するのかどうかも検討する。仮説は以下の２
つである。 
 
・感染脅威が顕現化した場合、予防行動をとらないと外国産よりも日本産製品の購買意
欲が高く、予防行動をとると外国産と日本産の差は小さくなるだろう。 
・感染脅威が顕現化しなかった場合は、予防行動によって購買意欲の差は見られなくな
るだろう。 
 
先行研究から、外国の馴染み深さが感染症脅威の効果に影響を及ぼすことがわかってい
る。また、行動免疫システムが対象の感染可能性に反応するという仮定から、購買意欲の
評定においては製品の感染リスクが感染症脅威の効果に影響を及ぼすことも考えられる。
本実験ではこれらを踏まえ、複数の製造国、製品を提示することで製造国のイメージや製
品の性質が及ぼす影響を探索的に検討することとした。 
 
方法 
 
実験参加者 
都内の大学で心理学に関連する授業を受講する学生 54名(男性 41名、女性 13名)に対し、
1～6名までの集団で実験を実施した(年齢:M＝19.458,SD＝0.944)。 
 
実験デザイン 
脅威プライム(感染 vs 災害)と感染予防行動(あり vsなし)を独立変数とする参加者間要因
計画で実験を実施した。 
 
手続き 
 実験は 12月末から 1月にかけて集団で実施された。事前に PVD 尺度に回答していた参
加者に、2つの実験(文章記憶課題、購買意欲調査)に参加するように依頼し本実験を行った。 
第 1に、文章記憶課題として脅威の操作を行った。感染条件の参加者は、感染脅威とな
る文章や写真(Appendix 1)が、自然条件では、自然脅威となる文章や写真(Appendix 2)が呈示
され、その内容を記憶するよう求められた。記憶した内容は、購買意欲調査の後にテスト
を行うと教示した。第 2に、購買意欲調査として感染予防行動の操作と従属変数の測定を
行った。参加者は、実物の製品について評価(感染予防行動の操作)した後に、購買意欲の質
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問紙(従属変数)に回答するように求められた。全ての質問紙への回答終了後、デブリーフィ
ングを行い、実験を終了した。 
 
感染脆弱意識(PVD)尺度 
 病気や感染症に対する脆弱性の個人差を検討する為、事前に福川ら(2014)が作成した感染
脆弱意識(PVD)尺度日本語版に回答させた。この尺度は易感染性を測定する 7項目、感染嫌
悪を測定する 8項目の計 15項目で構成されており、各質問項目に 7件法(1:全くあてはまら
ない－7:非常にあてはまる)で回答を求めた(Appendix 3)。 
 
脅威プライム 
 文章記憶課題というカバーストーリーで、参加者に感染症や自然災害と関連する写真や
記事を記憶することで脅威プライムの操作を行った。感染脅威条件では、「汚れたスポンジ」
と「水ぼうそう」に関する写真と記事(Appendix 1)を呈示した。もう一方の条件では、脅威
によるネガティブなムードを統制する為、感染脅威と同様にネガティブな脅威となる自然
脅威を統制条件とし、「スズメバチ」と「土砂災害」に関する写真と記事(Appendix 2)を呈示
した。記憶に集中してもらう為、購買意欲調査(従属変数の測定)後に記憶内容のテストを実
施すると教示した。 
 
感染予防行動 
購買意欲調査の一部として、参加者一人ひとりに実際に用意した製品(3種類のボールペ
ン、消毒スプレー、除菌綿)の購買意欲を評定させることで感染予防行動の操作を行った。
予防行動あり条件では、消毒スプレーや除菌綿といった製品(Appendix 4)を実際に使用する
ことで評価してもらった。予防行動なし条件では、製品を使用せずにパッケージなどを見
ることで評価してもらった。 
 
製品の購買意欲調査 
 6つの製品(バナナチップス、紅茶、Y シャツ、机、スマートフォン、東京国際映画祭の
鑑賞チケット)について、各産地(5カ国)の購買意欲を 8件法で評定させた。 
製品の性質と行動免疫システムとの関連を探索的に検討する為、使用することによって
生じる感染リスクの異なる 6つの製品を用いた。感染リスクの高い物から、食品(バナナチ
ップス、紅茶)、衣類(Yシャツ)、家具(机)、携帯電子機器(スマートフォン)、映像(東京国際
映画祭の鑑賞チケット)の 6製品である。 
 参加者がもつ製造国のイメージを統制する為、本実験の参加者とは異なる 30名の学生に
事前調査を行った。22の外国について、馴染み深さや好意度、衛生度について尋ねた。そ
れぞれ評定値の平均値を算出したところ、好意度と衛生度の相関が高かった為、好意度と
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衛生度を合わせて平均値を算出した(Appendix 5)。馴染み深さの高低、衛生・好意度の高低
で組み合わせ、実際に各製品が生産されている 4か国を選択し製造国とした。 
 
結果と考察 
病気顕現性が製品の購買意欲に及ぼす影響を検討する為に実験結果の分析を行った。
PVD尺度の下位尺度である感染嫌悪尺度の得点を標準化し分析に使用した。外国産の購買
意欲 4項目の平均値を外国産製品の購買意欲得点として数値化し分析に使用した。各製品
の購買意欲を従属変数とし、脅威プライム×予防行動×産地×標準化した感染嫌悪得点の
一般線形モデルによる分析を行った。以下に、各製品の分析結果を示す。 
 
・バナナチップスの購買意欲 
 分析の結果、産地の主効果(F(1,40)=70.202, p=.000,η2 =.637)、予防行動×産地×感染嫌悪
(F(1,40)=7.045, p=.011,η2 =.150)の交互作用効果が統計的に有意であった。 
予防行動×産地×感染嫌悪について、感染嫌悪得点が高い参加者(+1SD)と低い参加者
(-1SD)に分けて検討したところ、感染嫌悪が低い人では、予防行動あり条件(外国産: M＝
4.173、日本産: M＝5.655)よりも予防行動なし条件(外国産: M＝4.08、日本産: M＝6.607)の方
が産地による購買意欲の差が大きく、感染嫌悪が高い人では、予防行動なし条件(外国産: M
＝3.892、日本産: M＝5.153)よりも予防行動あり条件(外国産: M＝3.476、日本産: M＝6.493)
の方が産地による購買意欲の差が大きいというパターンになっており、仮説とは逆の結果
が示された(Fig1)。 
 
 
Fig1 バナナチップスの購買意欲(予防行動×産地×感染嫌悪) 
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・紅茶の購買意欲 
 分析の結果、産地の主効果(F(1,40)=71.704, p=.000,η2 =.642)、予防行動×産地 
(F(1,40)=4.073, p=.050,η2 =.092)の交互作用効果が統計的に有意であった。 
予防行動×産地において、予防行動なし条件(外国産: M＝4.405、日本産: M＝5.941)よりも
予防行動あり条件(外国産: M＝4.043、日本産: M＝6.541)の方が産地による購買意欲の差が大
きいというパターンになっており、仮設とは逆の結果が示された(Fig2)。 
 
 
Fig2 紅茶の購買意欲(予防行動×産地) 
 
 
・Yシャツの購買意欲 
 分析の結果、産地の主効果(F(1,40)=96.348, p=.000,η2 =.707)、予防行動×産地 
(F(1,40)=6.641, p=.014,η2 =.142)、脅威プライム×産地(F(1,40)=4.129, p=.049,η2 =.094)の交互作
用効果が統計的に有意であった。 
 予防行動×産地において、予防行動なし条件(外国産: M＝5.162、日本産: M＝6.725)よりも
予防行動あり条件(外国産: M＝4.414、日本産: M＝7.09)の方が産地による購買意欲の差が大
きいというパターンになっており、紅茶の分析結果と同様に仮説とは逆の結果が示された。
また、脅威プライム×産地において、感染脅威条件(外国産: M＝5.149、日本産: M＝6.829)
よりも自然脅威条件(外国産: M＝4.427、日本産: M＝6.985)の方が産地による購買意欲の差が
大きいというパターンになっており、仮説とは逆の結果が示された(Fig3)。 
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Fig3 Y シャツの購買意欲(脅威プライム×産地) 
 
・スマートフォンの購買意欲 
分析の結果、産地の主効果(F(1,140)=273.112, p=.000,η2 =.858)のみが統計的に有意であった。 
 
統計的に有意な結果は認められなかった(Fs < , n.s.)。 
 
・机の購買意欲 
 分析の結果、産地の主効果(F(1,140)=165.808, p=.000,η2 =.806)のみが統計的に有意であった。 
 
・東京国際映画祭鑑賞チケットの購買意欲 
 分析の結果、産地の主効果(F(1,40)=102.921, p=.000,η2 =.720)のみが統計的に有意であった。 
 
 
脅威プライムの効果に関する考察 
 上記の分析の結果、Yシャツの購買意欲においてのみ、脅威プライム×産地の交互作用効
果が見られた。しかし、自然脅威条件と比べて感染脅威条件の場合に外国産と日本産製品
の購買意欲の差が大きくなっており、仮説とは逆の結果が示された。また、他の 5製品に
ついては統計的に有意な効果が認められなかった。 
 Yシャツを除く 5製品において脅威プライムの効果が認められなかったことから、本実験
では脅威プライムの操作に失敗したと考えられる。その原因として、以下の 2点が考えら
れる。まず、統制条件として用いた自然脅威の内容に問題があった可能性がある。本実験
では、自然脅威として「スズメバチ」と「土砂災害」を扱ったが、「土砂災害」の記事や写
真は「台風や大雨による水害」という側面を意識させる内容になっていた。水害による衛
生上の問題や感染症のリスクが、自然脅威条件の参加者に感染脅威としてプライムされた
1
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為に、脅威プライムの条件間の差が生じにくかったと考えられる。実際に、デブリーフィ
ング後の質問の中で水害時の感染症リスクを指摘する参加者がおり、「土砂災害」が感染脅
威として作用した可能性は十分に考えられる。次に、実験の実施時期に問題があった可能
性がある。本実験が行われた 12月末日から 1月の間はインフルエンザが流行していた時期
であり、マスクを着用した状態で実験に参加する人もいた。こうした環境が事前に参加者
の感染脅威を高めていた為に、実験の操作が作用しにくかったと考えることができる。 
 他の 5製品とは異なり、Y シャツの購買意欲においては脅威プライムの効果が認められた。
これは、自然脅威条件の「スズメバチ」の記事による刺傷の脅威が参加者の身体保護動機
を高め、購買意欲評定の際に衣類の身体保護機能が重視された可能性がある。耐久性や防
護機能などの品質において、より安心できる日本産を好んだ一方で、外国産を低く評価し
たと考えられる。 
 
感染予防行動の効果に関する考察 
 上記の分析の結果、バナナチップスの購買意欲において、感染予防行動×産地×感染嫌
悪の交互作用効果が、紅茶と Yシャツの購買意欲において、感染予防行動×産地の交互作
用効果が見られた。しかし、予防行動なし条件に比べて予防行動あり条件の場合に外国産
製品と日本産製品の差が大きくなており、仮説とは逆の結果が示された。バナナチップス
においては、感染嫌悪が強い参加者で、予防行動なし条件に比べ予防行動あり条件の場合
に外国産と日本産の購買意欲の差が大きくなっており、感染嫌悪の個人差を考慮しても仮
説とは逆の結果が示された。 
 この結果は、本実験の感染予防行動の操作が、行動免疫システムを抑制したのではなく、
参加者の清潔関連概念を活性化させたと考えられる。本実験では、感染予防行動の操作と
して、参加者に消毒スプレーと除菌綿を使用してもらった。予防行動あり条件の参加者は、
消毒スプレーを手に噴射したり、除菌綿の袋を開け中身を取り出して使用したりすること
で製品を使用した。除菌綿は開封時に強いアルコールの匂いが発せられるようになってお
り、集団で実験を実施した際には、実験室にアルコールの匂いが充満していた。アルコー
ルなどの匂いは清潔関連概念を活性化し、嫌悪情動に関連する道徳感情に生起させること
が先行研究で確かめられており(Lijenquist,Zhong,&Galinsky,2010)、本実験で使用した除菌綿
の匂いが参加者の清潔関連概念を活性化させ、嫌悪情動が生起された為に、より日本産製
品を好み、外国産製品を低く評価するようになったと考えられる。 
 
製品の性質に関する考察 
 本実験では、製品の性質が行動免疫システムに影響するか探索的に検討する為、複数の
製品の購買意欲を対象に実験を行った。実験の結果、脅威プライムや感染予防行動の操作
が仮説の通りに効果を及ぼしたとは考えにくいが、清潔関連概念を活性化させたと考えら
れる予防行動の効果が、スマートフォンや机、映画鑑賞チケットにおいて見られなかった。
12 
 
これは、食物や衣類のように感染リスクが高い製品に比べ、電子機器や映画チケットなど
の感染リスクが低い製品において行動免疫システムが作動しない可能性を示唆する結果で
あり、感染リスクなどの製品の性質と購買における行動免疫システムに影響を及ぼすと考
えられる。 
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実験２ 
 
 本研究では、病気感染の脅威と飢餓（空腹）状態が日本産・外国産製品の購買意欲に及
ぼす影響を検討する。実験１で仮説とは異なる結果となった感染症脅威の効果を再検討す
るとともに、行動免疫システムを調整する要因として実験参加者の飢餓状態が感染症脅威
の効果に及ぼす影響を検討する。以下の仮説が考えられる。 
 
・感染脅威が顕現化した場合、飢餓状態にない（満足）と、外国産製品よりも日本産製
品の購買意欲が高くなるだろう。 
・感染脅威が顕現化しても、飢餓状態にある（空腹）と、日本産と外国産の購買意欲の
差は小さくなるだろう。 
 
 実験１と同様に、複数の製造国、製品を提示することで製造国のイメージや製品の性質
が及ぼす影響を探索的に検討する。ただ、国の馴染み深さによる違いや製品の感染リスク
による違いをより明確に検討するため、製造国は３カ国、製品は５つとした。 
 
方法 
 
実験参加者 
 都内の大学で心理学に関連する授業を受講する学生 190 名に対し、一斉に質問紙形式の
実験を実施した(年齢:M＝19.39,SD＝1.226)。 
 
実験デザイン 
病気顕現性(あり vsなし)を独立変数とする参加者間要因計画で実験を実施した。 
 
手続き 
 実験は 11 月末、受講している授業中に質問紙形式で一斉に実施された。参加者の食事摂
取時間が散らばるように、実験は午前 11時から始まる授業の終了前、12時ごろに行われた。
参加者には 2種類の質問紙のうち、一方がランダムに配布された。 
 質問紙は質問項目の順序のみが異なっており、病気経験に関する質問に回答するタイミ
ングを変えることで病気顕現性の操作を行った。病気顕現性あり条件の参加者は、最初に、
感染脆弱意識(PVD)尺度に回答し、これまでの病気経験に関する質問項目、病気で辛かった
経験の自由記述に回答した後(Appendix 6)、製品の購買意欲に関する質問項目、食欲や食事
の摂取に関する質問項目(Appendix 7)に回答した。顕現性なし条件の参加者は、最初に製品
の購買意欲に関する質問項目に回答した後、PVD 尺度やこれまでの病気経験に関する質問
項目、病気で辛かった経験の自由記述に回答し、最後に食欲や食事の摂取に関する質問項
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目に回答した。 
 
感染脆弱意識(PVD)尺度 
 病気や感染症に対する脆弱性の個人差を検討する為、実験 1 と同じ質問紙に回答を求め
た。 
 
病気に罹った経験に関する質問紙 
 この質問紙は石井・田戸岡(2015)を参考に、病気顕現性の操作のために使用した。参加者
は、自分が病気に罹った経験について、評定や記述をするように求められた。 
 最初に、最近の体調を尋ねる項目として、「ここ 2～3 日体調が優れない」に 7 件法で評
定させた(1:全くあてはまらない－7:非常にあてはまる)。次に、病気に罹った経験を想起さ
せるために、「あなたが最後に風邪をひいた日はいつですか。」(1:今日－7:1 年以上前)、「上
記で風邪をひいた時には、どのくらい辛かったですか。」(1:全く辛くなかった－7:非常に辛
かった)に 7 件法で評定させた。最後に、病気でもっとも辛かった時のことを具体的に記述
するように求めた(Appendix 6)。 
 
主観的空腹感と食事の摂取に関する質問紙 
 参加者は主観的空腹感を尋ねる項目として、「今、どのくらいの空腹感を感じていますか。」
(1:全く感じていない－7:非常に感じている)、「今、どのくらい食欲がありますか。」(1:全く
食欲が無い－7:非常に食欲がある)に 7 件法で回答した。次に、最後に食事をとった時間に
ついて 8件法で回答し(1:本日午前 10時以降－8:昨日午後 9時以前)、その時食べたものにつ
いて記述してもらった。軽食や飲み物についても同様に回答を求めた(Appendix 7)。 
 
製品の購買意欲に関する質問紙 
 5 つの製品(生鮮玉ねぎ、鶏肉、バナナチップス、Y シャツ、東京国際映画祭の鑑賞チケ
ット)について、各産地(中国、モーリタニア、日本)の購買意欲を 8件法で評定させた。 
 製品の性質と行動免疫システムとの関連を探索的に検討する為、使用することによって
生じる感染リスクの異なる 5 つの製品を用いた。感染リスクの高い物から、生の食品(生鮮
玉ねぎ、鶏肉)、加工食品(バナナチップス)、衣類(Yシャツ)、映像(東京国際映画祭の鑑賞チ
ケット)の 5 製品である。実験 1 の事前調査の結果から、馴染み深い外国(中国)、馴染み深
くない外国(モーリタニア)を選択し、日本を含めた 3か国を製造国とした。 
 
 
結果と考察 
 
 実験の結果は、まず、病気顕現性が各製品の購買意欲に及ぼす影響を検討する為の分析
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を行い、次に、主観的空腹感との関連を検討する為の分析を行った。 
 
製品の購買意欲 
病気顕現性が製品の購買意欲に及ぼす影響を検討する為に実験結果の分析を行った。
PVD 尺度の下位尺度である感染嫌悪尺度の得点を標準化し分析に使用した。各製品の購買
意欲を従属変数とし、病気顕現性×産地×標準化した感染嫌悪得点の一般線形モデルによ
る分析を行った。以下に、各製品の分析結果を示す。 
 
・生鮮玉ねぎの購買意欲   
分析の結果、産地の主効果 (F(2,372)=629.333, p=.000,η2 =.772)、病気顕現性×産地
(F(2,372)=3.100, p=.046,η2 =.016)と産地×感染嫌悪(F(2,372)=7.211, p=.001,η2 =.037)の交互作
用効果が統計的に有意であった。それぞれ下位検定の結果、病気顕現性×産地において、
顕現性なし条件(M＝2.65)よりも顕現性あり条件(M＝3.275)の方がモーリタニア産の購買意
欲が有意に高かった。 
 病気顕現性×産地において、中国産とモーリタニア産は顕現性なし条件(中国産: M＝2.469、
モーリタニア産: M＝2.65)よりも、顕現性あり条件(中国産: M＝2.789、モーリタニア産: M＝
3.275)で購買意欲が高く、日本産は顕現性あり条件(M＝7.155)よりも顕現性なし条件(M＝
7.243)で購買意欲が高いというパターンになっており、仮説とは逆の結果が示された(Fig4)。
また、産地×感染嫌悪について、感染嫌悪得点が高い参加者(+1SD)と低い参加者(-1SD)に分
けて検討したところ、中国産とモーリタニア産は感染嫌悪が高い参加者(中国産: M＝2.326、
モーリタニア産: M＝2.652)よりも低い参加者(中国産: M＝2.932、モーリタニア産: M＝3.273)
において購買意欲が高く、日本産は感染嫌悪が低い参加者(M＝7.031)よりも高い参加者(M
＝7.367)において購買意欲が高いというパターンになっていた(Fig5)。 
 
 
Fig4 生鮮玉ねぎの購買意欲の分析結果(病気顕現性×産地) 
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Fig5 生鮮玉ねぎの購買意欲の分析結果(産地×感染嫌悪) 
 
・鶏肉の購買意欲 
分析の結果、産地の主効果 (F(2,372)=773.311, p=.000,η2 =.806)、病気顕現性×産地
(F(2,372)=3.543, p=.030,η2 =.019)と産地×感染嫌悪(F(2,372)=8.703, p=.000,η2 =.045)の交互作
用効果が統計的に有意であった。それぞれ下位検定の結果、病気顕現性×産地において、
顕現性なし条件(M=2.37)よりも顕現性あり条件(M=2.938)の方がモーリタニア産の購買意欲
が有意に高かった。 
病気顕現性×産地において、中国産とモーリタニア産は顕現性なし条件(中国産: M＝2.099、
モーリタニア産: M＝2.37)よりも、顕現性あり条件(中国産: M＝2.514、モーリタニア産: M＝
2.938)で購買意欲が高く、日本産は顕現性あり条件(M＝7.24)よりも顕現性なし条件(M＝
7.391)で購買意欲が高いというパターンになっており、生鮮玉ねぎの分析結果と同様に、仮
説とは逆の結果が示された。また、産地×感染嫌悪について、感染嫌悪得点が高い参加者
(+1SD)と低い参加者(-1SD)に分けて検討したところ、中国産とモーリタニア産は感染嫌悪が
高い参加者(中国産: M＝1.917、モーリタニア産: M＝2.293)よりも低い参加者(中国産: M＝
2.696、モーリタニア産: M＝3.015)において購買意欲が高く、日本産は感染嫌悪が低い参加
者(M＝7.175)よりも高い参加者(M＝7.456)において購買意欲が高いというパターンになっ
ていた。 
 
・バナナチップスの購買意欲 
 分析の結果、産地の主効果(F(2,370)=320.953, p=.000,η2 =.634)、産地×感染嫌悪の交互作用
効果(F(2,370)=8.128, p=.000,η2 =.042)が統計的に有意であった。産地×感染嫌悪において、感
染嫌悪得点が高い参加者(+1SD)と低い参加者(-1SD)に分けて検討したところ、中国産とモー
リタニア産は感染嫌悪が高い参加者(中国産: M＝2.545、モーリタニア産: M＝3.239)よりも低
い参加者(中国産: M＝3.185、モーリタニア産: M＝3.782)において購買意欲が高く、日本産は
感染嫌悪が低い参加者(M＝6.469)よりも高い参加者(M＝7.024)において購買意欲が高いと
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いうパターンになっていた。 
 
・Yシャツの購買意欲 
 分析の結果、産地の主効果 (F(2,372)=160.584, p=.000,η2 =.463)、病気顕現性×産地
(F(2,372)=3.930, p=.020,η2 =.021)と産地×感染嫌悪(F(2,372)=3.371, p=.035,η2 =.018)の交互作
用が統計的に有意であった。下位検定の結果、病気顕現性×産地について、顕現性なし条
件(M=3.85)よりも顕現性あり条件(M=4.468)の方がモーリタニアの購買意欲が有意に高かっ
た。 
病気顕現性×産地において、中国産とモーリタニア産は顕現性なし条件(中国産: M＝5.083、
モーリタニア産: M＝3.87)よりも、顕現性あり条件(中国産: M＝5.288、モーリタニア産: M＝
4.468)で購買意欲が高く、日本産は顕現性あり条件(M＝6.843)よりも顕現性なし条件(M＝
7.137)で購買意欲が高いというパターンになっており、生鮮玉ねぎや鶏肉の分析結果と同様
に、仮説とは逆の結果が示された。また、産地×感染嫌悪について、感染嫌悪得点が高い
参加者(+1SD)と低い参加者(-1SD)に分けて検討したところ、中国産とモーリタニア産は感染
嫌悪が高い参加者(中国産: M＝4.981、モーリタニア産: M＝3.857)よりも低い参加者(中国産: 
M＝5.389、モーリタニア産: M＝4.48)において購買意欲が高く、日本産は感染嫌悪が低い参
加者(M＝6.9)よりも高い参加者(M＝7.08)において購買意欲が高いというパターンになって
いた。 
 
・東京国際映画祭鑑賞チケットの購買意欲 
分析の結果、産地の主効果(F(2,372)=157.596, p=.000,η2 =.459)のみが統計的に有意であった。 
 
病気顕現性の効果に関する考察 
 上記の分析の結果、生鮮玉ねぎ、鶏肉、Y シャツの購買意欲において、病気顕現性×産地
の有意な交互作用効果が見られた。これら全ての分析結果で、顕現性あり条件において外
国産(中国産とモーリタニア産)の購買意欲が高まり、顕現性なし条件において日本産の購買
意欲が高まるというパターンの結果になっており、仮説とは逆の結果が一貫して示された
(Fig1のパターン)。この結果を説明する可能性として、以下の 2点が考えられる。 
第 1 に、病気顕現性の操作が病気への脅威を低めた可能性が考えられる。本実験では、
参加者に病気の経験を想起させることで病気顕現性を操作しようと試みた。しかし、この
方法では、自身の病気経験を想起することの出来なかった参加者において、「自分は病気に
罹らないこと」、「自分は健康であること」を意識させ、病気への脅威を低める可能性もあ
る。病気顕現性の操作が、病気脅威プライムではなく、健康プライムとして作用した為に、
仮説とは逆の結果が示されたと考えられる。第 2 に、病気への脅威が高まったことによっ
て、外国産であることのリスク以上に、食べ物や衣類への欲求が高まった可能性が考えら
れる。従来の研究では、病気への脅威が外国人への偏見、回避の傾向を高めることが示さ
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れてきたが、本実験では、人ではなく食物や衣類などの製品を扱い、その購買意欲が高ま
るという結果が示された。病気への脅威は、感染リスクへの回避傾向を高めると同時に、
栄養摂取の重要性やより健康的な生活への意識を高める可能性も考えられる。外国産であ
ることによる感染症のリスクよりも食物や衣類の獲得が優先された為に、顕現性あり条件
において外国産製品の購買意欲が高まったと考えられる。 
上記の可能性を検討する為に、病気顕現性の操作に用いた質問項目(「上記で風邪をひい
た時には、どのくらい辛かったですか。」)を参加者が想起した病気経験の辛さの個人差とし
て考慮した分析を行った。第 1 の可能性が正しい場合、比較的重度な病気経験を想起した
参加者において、健康プライムの効果が消える為、各産地の製品の購買意欲における病気
顕現性の条件間の差が小さくなると考えられる。第 2 の可能性が正しい場合、比較的重度
な病気経験を想起した参加者において、病気への脅威がより高まる為、各産地の製品の購
買意欲における病気顕現性の条件間の差が小さくなると考えられる。 
病気顕現性の操作に用いた質問項目「上記で風邪をひいた時には、どのくらい辛かった
ですか。」の得点を標準化し、病気経験の辛さ得点として数値化した。また、PVD尺度の下
位尺度である感染嫌悪尺度の得点を標準化し分析に使用した。各製品の購買意欲を従属変
数とし、病気顕現性×産地×標準化した感染嫌悪得点×標準化した病気経験の辛さ得点の
一般線形モデルによる分析を行った結果、鶏肉と Y シャツの購買意欲において、病気経験
の辛さを含めた交互作用効果が見られた。 
 
・鶏肉の購買意欲 
分析の結果、産地の主効果 (F(2,360)=764.724, p=.000,η2 =.809)、病気顕現性×産地
(F(2,360)=3.952, p=.020,η2 =.021)、産地×感染嫌悪(F(2,360)=7.720, p=.001,η2 =.041)の交互作用
効果が統計的に有意であり、病気顕現性×産地×感染嫌悪×病気経験の辛さ(F(2,360)=2.639, 
p=.073,η2 =.014)、産地×病気経験の辛さ(F(2,360)=2.983, p=.052,η2 =.016)の交互作用効果統計
的に有意な傾向で認められた。 
病気顕現性×産地×感染嫌悪×病気経験の辛さについて、交互作用効果のパターンを検
討する為に、感染嫌悪得点が高い参加者(+1SD)と低い参加者(-1SD)、病気経験の辛さ得点が
高い参加者(+1SD)と低い参加者(-1SD)に分けて検討したところ、感染嫌悪が低い人において、
病気経験の辛さによる病気顕現性×産地のパターンの違いが見られた(Fig6)。感染嫌悪が低
く病気経験の辛さが低い場合、中国産とモーリタニア産において顕現性なし条件(中国産: M
＝2.505、モーリタニア産: M＝2.622)よりも顕現性あり条件(中国産: M＝3.481、モーリタニ
ア産: M＝3.723)の方が購買意欲は高く、下位検定を行ったところ有意な差が見られた。(中
国産: p=.039、モーリタニア産: p＝.024)。一方、感染嫌悪が低く病気経験の辛さが高い場合、
顕現性なし条件(中国産: M＝2.547、モーリタニア産: M＝2.765)と顕現性あり条件(中国産: M
＝2.27、モーリタニア産: M＝2.951)との間に有意な差は見られなかった。感染脆弱意識が低
く病気の脅威が比較的感じにくい人において、比較的軽い病気経験を想起した場合、病気
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顕現性が健康プライムとして作用し、比較的重い病気経験を想起した場合、病気顕現性の
健康プライムとしての作用が消えたと考えられる。これは、上記の第 1 の可能性を支持す
る結果である。 
 
 
 Fig6 感染嫌悪が低い参加者の鶏肉の購買意欲 
(病気顕現性×産地×感染嫌悪×病気経験の辛さ) 
 
・Yシャツの購買意欲 
 分析の結果、産地の主効果 (F(2,360)=155.249, p=.000,η2 =.463)、病気顕現性×産地
(F(2,360)=3.257, p=.040,η2 =.018)、産地×感染嫌悪(F(2,360)=3.208, p=.042,η2 =.018)、病気顕現
性×産地×感染嫌悪×病気経験の辛さ(F(2,360)=3.404, p=.034,η2 =.019)の交互作用効果が統
計的に有意であった。 
病気顕現性×産地×感染嫌悪×病気経験の辛さについて、交互作用効果のパターンを検
討する為に、感染嫌悪得点が高い参加者(+1SD)と低い参加者(-1SD)、病気経験の辛さ得点が
高い参加者(+1SD)と低い参加者(-1SD)に分けて検討したところ、感染嫌悪が低い人において、
病気経験の辛さによる病気顕現性×産地のパターンの違いが見られた。感染嫌悪が低く病
気経験の辛さが低い場合、中国産とモーリタニア産において顕現性なし条件(中国産: M＝
5.051、モーリタニア産: M＝3.806)よりも顕現性あり条件(中国産: M＝5.979、モーリタニア
産: M＝4.955)の方が購買意欲は高く、下位検定を行ったところモーリタニア産において有意
な差が見られた(p＝.044)。一方、感染嫌悪が低く病気経験の辛さが高い場合、顕現性なし条
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件(中国産: M＝5.208、モーリタニア産: M＝4.23)と顕現性あり条件(中国産: M＝5.296、モー
リタニア産: M＝4.952)との差は小さくなっていた。この結果は、鶏肉の分析結果と同様に、
病気顕現性の操作が健康プライムとして作用した可能性を支持するものである。 
  
感染嫌悪の個人差に関する考察 
上記の分析の結果、生鮮玉ねぎ、鶏肉、バナナチップス、Yシャツにおいて、産地×感染
嫌悪の有意な交互作用効果が見られた。これら全ての分析結果で、感染嫌悪が比較的低い
人において外国産(中国産とモーリタニア産)の購買意欲が高く、感染嫌悪が比較的高い人に
おいて日本産の購買意欲が高いというパターンになっていた(Fig5のパターン)。感染嫌悪が
高い人ほど外国産と日本産の購買意欲の差が大きくなっており、仮説と一致する結果が示
されている。また、この結果は食品や衣類といった感染リスクが高い製品においてのみ示
されており、映画鑑賞チケットでは見られなかった。病気に対する脆弱意識が、実際に感
染するリスクのない映画鑑賞チケットの購買意欲に影響しなかったことからも、外集団に
対する一般的な偏見とは異なる行動免疫システムが作動したと考えることができる。 
 
主観的空腹感 
行動免疫システムと空腹状態との関連を検討する為に実験結果の分析を行った。主観的
空腹感を尋ねた 2項目(「今、どのくらいの空腹感を感じていますか。」、「今、どのくらい食
欲がありますか。」)の平均値を主観的空腹感の得点として数値化した。PVD 尺度の下位尺
度である感染嫌悪尺度の得点を標準化し分析に使用した。また、病気顕現性の操作に用い
た質問項目(「上記で風邪をひいた時には、どのくらい辛かったですか。」)の得点を参加者
が想起した病気経験の辛さ得点として標準化し分析に使用した。主観的空腹感得点を従属
変数とし、標準化した感染嫌悪得点×標準化した病気経験の辛さ得点の一般線形モデルに
よる分析を行った。 
 分析の結果、感染嫌悪×病気経験の辛さの交互作用効果が統計的に有意であった
(F(1,184)=3.885, p=.050,η2 =.021)。交互作用効果のパターンを検討する為に、感染嫌悪得点が
高い参加者(+1SD)と低い参加者(-1SD)、病気経験の辛さ得点が高い参加者(+1SD)と低い参加
者(-1SD)に分けて検討したところ、病気経験の辛さが低い場合、感染嫌悪が低い人(M＝5.344)
よりも高い人(M＝6.01)において主観的空腹感が高く、病気経験の辛さが高い場合、感染嫌
悪が高い人(M＝5.46)よりも低い人(M＝5.841)において主観的空腹感が高いというパターン
になっていた(Fig7)。 
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Fig7 主観的空腹感の分析結果(感染嫌悪×病気経験の辛さ) 
 
この結果は、より辛い病気経験を想起した場合、感染嫌悪が比較的強い参加者は、行動
免疫システムが作動することによって主観的空腹感が抑制されたと考えることができる。
行動免疫システムが主観的空腹感に影響を及ぼすという仮説を支持すると同時に、本実験
での病気顕現性の操作が健康プライムとして作用したという考察と一致する結果と考えら
れる。 
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総合考察 
 
本研究では、感染症脅威が外国産・国産製品の購買意欲に及ぼす影響とその効果を調整
する要因について、2 つの実験を通して検討した。 
実験 1では、Y シャツの購買意欲においてのみ感染症脅威の効果が見られたが、感染脅威
を与えられた場合に外国産製品と日本産製品の購買意欲の差が小さくなっており、仮説と
は逆の結果となっていた。また、他の 5 製品においては有意な効果が認められなかった。
感染予防行動においては、バナナチップスと紅茶、Y シャツの購買意欲において有意な効果
が見られたが、予防行動をとった場合に外国産製品と日本産製品の購買意欲差が大きくな
っており、仮説とは逆の結果が示された。バナナチップスの購買意欲においては、感染嫌
悪が強い参加者で、予防行動をとった場合に外国産製品と日本産製品の購買意欲の差が大
きくなっており、感染嫌悪の個人差を考慮しても仮説とは逆の結果が示された。 
 実験 2では、生鮮玉ねぎ、鶏肉、Yシャツの購買意欲において、病気顕現性の効果が見ら
れたが、顕現性の高まった場合に、外国産製品と日本産製品の購買意欲の差が小さくなっ
ており、仮説とは逆の結果が示された。また、生鮮玉ねぎ、鶏肉、バナナチップス、Yシャ
ツの購買意欲において、感染嫌悪が高い参加者の方が外国産製品と日本産製品の購買意欲
の差が大きくなっており仮説と一致する結果が示された。主観的空腹感においては、より
辛い病気経験を想起した感染嫌悪の強い参加者において、感染嫌悪の弱い参加者よりも空
腹感が低下しており、一部仮説を支持する結果となっていた。 
 以下より、感染脅威や予防行動の効果が仮説と異なっていた点や今後の研究の展望につ
いて考察する。 
 
感染脅威や病気顕現性の効果 
 本研究では、実験 1 と実験 2 で異なる実験操作を行った。実験 1 では、感染脅威となる
写真や文章を読ませることによって、実験 2 では、参加者の病気経験を想起させることに
よって感染脅威を与えようとしたが、どちらも仮説と一致する結果が得られなかった。感
染脅威の操作については、実験１のような写真や文章の提示による操作と実験 2 のような
病気経験の想起による操作、いずれにおいても同様の手法で仮説どおりの結果が得られた
日本の研究も存在する(写真や文章による操作;樋口 他, 2016、病気経験の想起による操作;
石井・田戸岡,2015)。ただ、樋口ら(2016)は統制条件として、都市の人口密度や新幹線とい
ったニュートラルで脅威とは無関係な刺激を提示しており、感染脅威条件の効果が生じや
すかったと考えられる。行動免疫システムを仮定するならば、統制条件としてニュートラ
ルな刺激ではなく身体的脅威となる刺激を用いても感染症脅威の効果が生じるはずである
が、本研究では統制条件として提示した刺激（土砂災害）に感染症のリスクを生じさせて
しまった可能性があり、感染症脅威の効果について厳密な検討ができなかった。また、実
験２の病気経験の想起を用いた実験操作についても、実際に想起された病気経験の辛さを
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考慮した分析の結果から、病気経験の想起が健康プライムとして機能した可能性が高く、
感染症脅威の効果について検討をすることができなかった。 
 
今後の課題 
今後検討すべき課題として、より確実に感染症脅威を顕現化させる操作の手法を検討す
る必要がある。例えば Faulkner,et al(2004)は、統制条件として感電や電気プラグの発火など
事故に関連する写真を提示している。また、感染症脅威を統制するためには、実験の実施
時期も検討する必要がある。本研究は、実験１、２ともに冬の１２～１月に実施されてお
り、マスクをしている参加者や咳き込む参加者を統制することができなかった。インフル
エンザが流行していた時期でもあり、感染症脅威の顕現化が影響しにくかった可能性もあ
る。こうした感染症脅威の顕現化操作に影響しうる要因を考慮して実験の実施時期や操作
刺激を検討する必要がある。 
 本研究では感染症脅威の効果が本来の仮説どおりに見られなかったものの、感染嫌悪の
強い人は弱い人に比べて日本産製品を好み、外国産製品を好まないという実験２の結果は、
感染脆弱意識が各国の製品の購買意欲と関連していることを示している。この効果が感染
リスクの低い映画鑑賞チケットに見られなかったことも、行動免疫システムが製品の購買
意欲に及ぼす影響に示唆を与える結果である。感染嫌悪の個人差が行動免疫システムの仮
説どおりに購買意欲に影響するのであれば、感染症脅威の顕現化を確実に操作することさ
えできれば同様の仮説どおりの結果が得られる可能性が高いためである。 
 行動免疫システムに基づく反応は、集団成員への直接の態度としてだけでなく、外集団
成員の病原菌や感染可能性を媒介する製品の購買意欲といったより間接的な態度としても
現れる可能性があり、この場合の偏見や差別行動は、感染症と関連する特定の集団を対象
とするだけでなく、より感染リスクの高い特定の行動（外国産の食品を買うなど）にのみ
現れるとも考えられる。こうしたある脅威に特有の偏見、差別行動の表出のあり方は様々
な社会行動で検討することができ今後の課題でもある。 
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Appendix 5 
 
  情報文化 好意度・衛生度 
ドイツ 4.48 5.98 
スウェーデン 3.17 5.70 
アメリカ 4.93 5.33 
シンガポール 3.71 5.21 
ノルウェー 2.87 5.50 
台湾 4.69 4.89 
ブラジル 3.22 4.28 
インド 3.38 3.82 
タイ 3.78 4.01 
ロシア 3.20 4.64 
ペルー 2.13 3.81 
韓国 5.23 4.48 
エストニア 1.78 4.10 
カンボジア 2.33 3.25 
ケニア 1.97 3.21 
南アフリカ 2.18 3.09 
エチオピア 1.82 3.38 
タンザニア 1.47 3.20 
バヌアツ 1.57 3.23 
モーリタニア 1.45 3.28 
中国 4.85 3.24 
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